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2020年　　193百万円
　　　　　　　　　　　　　 2019年　　303百万円

［従業員］          14人

［工場床面積］      267㎥

対象範囲　　　全組織、全活動を対象範囲としています。

［連絡担当者］　    山崎　唯賢
［連絡先］　　　　　TEL 052-896-5544  FAX 052-891-0694

　　　　　　　　　　　メールアドレス：nakanisi-yuusei@mediacat.ne.jp

［事業内容］        精密機械部品製造、治工具及び機械部品の製作

［事業年度］          3月～翌年2月

［売上高］　　　　　　　   2021年　　199百万円

　　　　　　　　　　　メールアドレス：yuikenn@msn.com

Ⅰ組織の概要

［社名］　　　　　　中西株式会社

［代表取締役社長］　中西　勇成

［所在地］　　　　　〒468-0045　名古屋市天白区野並二丁目168番地

［環境管理責任者］　中西　勇成

［現場管理責任者］　杉本　正一郎



社員 ・環境取組みの運用・推進

・環境活動レポートの承認

現場管理責任者
・環境取組みの管理、報告

・対外的窓口

事務局

・文書管理

・環境管理責任者の補助

・環境活動レポートの作成

Ⅰ-1中西株式会社　環境組織体制図
見直し日2020年5月12日

作成・承認者：中西勇成

実施体制図
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８．    不良件数の低減、検査工程、社内管理の徹底により歩留まりの向上に
　　　　努めます。

作成日　2007年2月22日
改定日　2021年4月01日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中西株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長

２．    廃棄物の分別の徹底により排出量の削減、快適な職場環境整備に努めます。
３．    水の使用量を把握し適切な使用、無駄の削減に努めます。
４．    ５Ｓ活動を通して職場の安全衛生環境の改善や外部への影響防止に努めます。
５．    環境関連法規、地域ルールを定期的に確認し順守します。
６．    この方針は全従業員に周知して環境への取組み意識を高めます。
７．    グリーン購入、及び環境に配慮された商品の検討、購入に努めます。

我社は昨今の環境問題に対する世界的な環境保全の流れの中で自社における

下記の具体的目標を掲げて環境保全に取組み、継続的発展、環境改善を推進します。

１．    環境に配慮した生産活動のための二酸化炭素排出量削減を目的とし、電気、
　　　　化石燃料の実質的な使用量を把握、管理して、無理なく無駄のない環境経営
　　　　を目指します。

Ⅱ環境経営方針

　

　◆基本理念

中西株式会社は金属加工業として環境法令の順守や地球温暖化に配慮した環境保全活動を行
い、地域社会に貢献できる企業を目指します。

　◇基本方針



Ⅲ環境経営目標（中長期）

中長期目標：2017年以降に売上高原単位で250(百万円)、二酸化炭素排出量200(kg-CO2)以下を目指したが,

 　　　　　 コロナの影響で売り上げが下がり達成が難しくなった。
            今後5年間(2025年)に改めて原単位で二酸化炭素排出量200(kg-CO2)を目指す。

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 52619.6 47148.8 49406.5 50756.6 53789.4 61602.0 46349.7 53666.6

売上高(百万円） 179 223 218 220 253 303 193 199

原単位(CO2/売上高（百万円）) 294 211 227 231 213 203 240 270
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Ⅲ-1 2021年度目標

環境経営目標（年間目標）　2021年3月～2022年2月

　　①　二酸化炭素排出量削減

取組項目 2018年度実績値 2019年度実績値 2020年度実績値 2021年度目標

電気使用量 0.3%削減

（ｋｗｈ） 86543.00 101835.00 93259.00 92979.22

ガソリン使用量 0.3%削減

（Ｌ） 2629.95 2684.23 2684.23 2676.18

二酸化炭素 0.3%削減

（ｋｇ-C02） 53789.39 61601.99 60499.81 60318.31

軽油使用量 0.3%削減

（L） 1845.96 1845.96 1845.96 1840.42

廃棄物削減

取組項目 2018年度実績値 2019年度実績値 2020年度実績値 2021年度目標

一般廃棄物 0.3％削減

（ｋｇ） 212 227.740 139.640 139.22

水使用量削減

取組項目 2018年度実績値 2019年度実績値 2020年度実績値 2021年度目標

水使用量 0.3%削減

（㎥） 674 375.000 210.000 209.370

化学物質削減

環境配慮

歩留まり

取組項目 2018年度実績値 2019年度実績値 2020年度実績 2021年度目標
不良件数 維持
(件） 31 23 0 0

5S活動と朝礼、週一でのごみ出し活動で意識改善＋一般廃棄物削減の意欲の向上を目指す。
電気の二酸化炭素排出係数は0.497(中部電力(株)2014年度調整前排出係数)を使用する。
分別表を元に従業員に廃棄物の分別方法など分別に対する意識教育を行う。
地域貢献活動は向上周辺清掃を確実に行います。

冷暖房設備に極力頼らず服装にて温度調節する。
不要な電源を切り必要最低限の環境を確保する。
納品上の工夫により石油燃料エネルギーの使用量の削減をする。
電気の二酸化炭素排出係数は、0.497（中部電力㈱2014年度調整前排出係数）を使用する。

朝礼での啓蒙、および戸締り時の水野出しっぱなしチェックを強化する。
機械の水漏れを防ぐために定期的なメンテナンス、確認を行う。
水の使用方法を一人一人再確認しながら節水に努める

環境物品表示のあるもの(グリーン購入)を積極的に選ぶ。
コピー用紙の裏をメモ用紙や、コピーに使用の継続。
資源ごみの分別の強化。

工程内検査の徹底、測定器具精度を確認して製作不良を低減する。
製造工程の管理、作業者の作業日報による進捗の確認により一人ひとりの歩留まり意識の
向上を促す。
検査のﾀﾞﾌﾞﾙﾁｪｯｸ、熱処理前検査の徹底。
材料の定量購入をできるだけ避け、販売元による材料の測定、カットをお願いする。

製品の錆取りのために必要に応じて都度少量使用。定量使用がなく保管が主になるため削減目標は策定し
ておりません。



Ⅳ環境経営計画
作成日 平成29年4月28日

作成者 中西勇成

№ 環境方針 取り組み項目
具体的な取り組み内

容

1
二酸化炭素排出量削減

（省エネ活動）
・不要な電源の積極的な切断 朝礼での啓蒙

・5Ｓ活動
社内確認、社外の専
門担当による協力

計画した5Sの取り組
みを毎月実施

・納品時ルートの改善 社長と配送者で確認

・納品、梱包の見直し 同時梱包数の改善

廃棄物の削減
（廃棄物の分別活動）

紙類の無駄使い削減 図面のﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化

類似案件での図面共
有使用

データのやり取りの
メール移行

印刷時の設定や配色の変更
カラー印刷時の設定
の配慮

印刷品質の向上
複合機のメンテナン
ス

廃棄物の分別徹底
分別ゴミ箱設置分別
の表示

材料梱包資材の破
棄、再利用、返却

資源ごみ等の管理、
仕分け、ごみ捨てへ
の参加呼びかけ

工場内清掃の徹底
ゴミ、吸い殻等の掃
除について徹底啓蒙

整理整頓、工具鋼材
の所定位置への返還
について徹底啓蒙

工場内レイアウトの変更
作業効率アップ、電
気使用削減等考慮

金属加工くずの削減
各種管理の徹底、切
削油の変更、検査工
程の強化
VA（VE）案の提案

検査の徹底
工程毎の検査の徹底
実施

測定器具の状態確認
測定器具の精度確認

製造工程の透明化
作業者全員の作業日
報作成、および責任
感向上化
適切な鋼材選び、加
工工程の見直しによ
る無駄の削減

3 水使用量の削減 節水意識の啓蒙 節水の呼びかけ

蛇口の確認

4 ５Ｓ活動の推進 ５Ｓ活動の手法展開 社内点検

社外の5S活動推進部
門による教育、点検

グリーン購入
インターネット、カタログ等での確
認

積極的な情報収集

歩留り 品質不良削減の呼びかけ等
製作工程の見直し、
指導

工程毎の検査の体制整備
多重検査、確認の徹
底

材料購入の見直し 定量購入を避ける

不良再発防止指導の徹底
加工方法、検査方法
の指導を強化

良品、在庫品管理
製品置き場と棚の整
備

製品確認箱の設置
加工内容や図面記載
内容などの確認の徹
底

5 環境法規制の遵守 環境法令の把握 法令順守確認

6
環境意識の高揚と地域社会

との協調
５Ｓ活動推進のための教育

社外の5S活動推進部
門による状況把握

工場周辺の清掃活動実施
地域住民と一緒に、
年2回実施

製品の管理状態を把握し、良品の不良化を防
ぐとともに各自の製品の取り扱い意識の向上

に寄与した

グリーンマーク等、環境表示の確認による環
境物品購入の習慣化

適応する法令があるか調べ、それに伴い手順
書やとりまとめ書を作成、保管。定期的に内

容の確認、新法令の確認をする

社外に協力を要請して客観的な視点で5Sの状
況確認をし、労働環境の改善に寄与した

清掃やごみの出し方、地域から見た目線につ
いても考え、意識付けを再徹底した

切削効率を高めることに努める事で個人の意
識レベルの向上が見られた

各自の責任感と良品製作意識の向上ににもつ
ながり、修正不可の不良の数が減少した

材料を適切な寸法で必要分のみ購入するよう
発注を見直した

加工不良低減、不良発生時の対応、対策によ
り個人レベルでの意識改善が見られた

不明な箇所をそのままにせず確認をする癖が
付き、全体での流出不良の対策に貢献した

各作業者の作業進捗を確認することにより作
業進度、速度、精度の透明化を図り、各自の

責任感と良品製作意識の向上を促した。
一人ひとりに再啓蒙することにより意識の向
上及び無駄削減の具体的な方法を見出す工夫

が生まれるよう働きかけた。

常に全員で意識的に節水に努めた

戸締り時に水が出しっぱなしになっていない
か再確認した

社外の5S活動推進部門提供のチェック項目＋
社内環境改善のためのチェックにより労働環

境の改善に寄与した
社外の5S活動推進部門の教育と定期チェック
により客観的な目で社内の5Sを精査すること

が出来た

工場をきれいに保つ意識で根本的な意識改
革、および定着を図った

工場内のどこに何があるのかを皆が把握で
き、工具の紛失やそれに関わる無駄時間の削

減に努めた

切削効率を高めることに努める事で個人の意
識レベルの向上が見られた

VA(VE)案の提案により製作の効率化、低コス
ト化が無駄削減に寄与した。

最終工程を終えてから不良が発覚して修正不
可にならないように各工程毎に検査する体制

が整った。
器具の不良により工程後の測定結果と検査時
の結果が違い不良につながるケースを低減す

ることに寄与した。

工場内のレイアウトの変更、配置の表記の改
善による作業効率アップ、電気の無駄遣いの

軽減を図った

一部ペーパーレス化

インク消費率を軽減

定期的なメンテナンスで印刷品質の安定化

分別の再徹底、呼びかけ

週に一回始業前にみんなでごみ分別、ごみ捨
て作業を行うことによって自主性と意識の定

着を図った

材料購入時に出る梱包資材は状況に合わせて
破棄、再利用、業者返却にて対応

裏紙の印刷用途やメモ用紙としての積極的利
用

5Sの活動計画に基づき、毎月5Sで社内の環境
改善に取り組む

手順：毎月初旬に前月の評価を環境管理責任者が行う。
（ 実施出来た：○　　一部実施できなかった：△　実施

できなかった：×）

備考

朝礼時に空調や電力使用に関する指導、説明
をした

社内環境の改善、定期的な自己チェック。社
外専門担当にご協力いただき、教育と定期

チェックを実施



Ⅴ環境経営目標の実績
年度ごとの評価は対象年度の目標との比較により行われた

　　①　二酸化炭素排出量削減 評価の率＝（実績-目標）/目標×100（％）

取組項目 2021年度目標 2021年度実績 評価

電気使用量 0.3%削減 8.36%削減

（ｋｗｈ） 92979.22 86062.00

ガソリン使用量 0.3%削減 2.36%削減

（Ｌ） 2676.18 2622.24

軽油 0.3%削減 0.54%削減

（L） 1840.422 1835.98

二酸化炭素 0.3%削減 8.36％削減

（ｋｇ－Ｃ０２） 60318.31 53666.68

　　　　　　　省エネ意識を持つよう朝礼にて啓蒙した。

　　②　廃棄物削減　

取組項目 2020年度目標 2020年度実績 評価

一般廃棄物 0.3%削減 15.57%削減

（ｋｇ） 139.22 120.83

　　③　水使用量削減

取組項目 2020年度目標 2021年度実績 評価

水使用量 0.3%削減 1.94%削減

（㎥） 209.37 206.000

※◎：目標値より10%以上の削減を達成 ○：目標達成　△：削減できたが目標未達成

　×：増加

社内環境改善と共に5Sの実施、社内教育、外部協力により会社全体の改善に努めた。

5Ｓ活動(工場周辺の清掃)は社内点検、及び社外の5S活動推進部門に指導をいただいた。

地域活動は年2回清掃活動を地域住民と一緒に行っています。

ゴミ出し業者によう分別のチェック、指導をしていただいた、

グリーン購入

ネットで環境物品表示、及びグリーンマーク等のチェックをした。

環境物品表示を確認のうえ品物を購入する。

コピー用紙の裏をメモ用紙や、コピーに使用する。

紙ベースの資料のやり取りをメールに、データ保管はUSB等にスキャン保存。

歩留まり

切削効率、工程、内容の見直し後、VA(VE)提案をした。

工程内検査の再確認、徹底、検査器具の状態確認を行った。

材料理を見直し歩留まり状況の透明化を図った。

不良発生時、不良原因の究明、再発防止再教育を徹底した。

良品、在庫品の置き場と棚の整備をして製品の管理状態の改善により不良の低減に努めた。

検査のダブルチェックによる不良流出防止を徹底。

　　④　不良件数

取組項目 2020年度実績 2021年度実績 評価

不良件数

(件） 0 0
◎

〇

〇

〇

〇

◎

〇

節電の徹底を朝礼、定例のリーダー会議で啓蒙し従業員全体に周知再教育した。
納品時の工夫で納品回数の無駄を減らし石油燃料の削減に努めた。



（4）        環境法規制の厳守

環境関連法の変更等ないか確認をした。引き続き環境法規制の厳守に努めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日：2022年10月26日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者：中西勇成

（5）        地域活動

環境経営の年間計画を基に年2回地域、工場周辺の清掃活動を地域住民と一緒に行っていま
す。職場内のごみ分別やリサイクルなどの意識づけを徹底できるように表示の見直し、再
指導をした。

（6）        歩留まり

生産管理、工程管理、作業日報の継続と検査のダブルチェック、工程内検査の再確認、徹
底により継続的な不良低減に努める。

コロナ禍における生産活動の低迷により5S活動により一層力を入れることができた。
社内環境の改善と従業員の意識改革に向け取引先様の5S活動推進部門のご指導のもと
取り組んだ。環境に対する意識向上、仕事のこういつか、エネルギーの削減は相互に良い
シナジー効果を生んだ結果、より良い環境経営に結びついていくことが数字に少しずつ現
れたのではないかと考えられる。継続的な活動により今後もより一層多面的な効果を狙い
たい。

（2）        廃棄物削減
①      一般廃棄物
目標0.3％削減⇒15.57%の削減でした。

社内での裏紙の積極利用、電子データ保存法への備えも含め書類のデータ化、データ上で
のやり取りを今まで異常に加速させ紙ごみの低減を促した。
また、社内全体での5S活動を通して人い一人の意識改善、向上を根幹都市、ごみの削減に
努めた結果大きな成果につながった。引き続き啓蒙、継続していく。

水使用量削減
②      水使用量
目標0.3%削減⇒1.9％の削減でした。

（3）        5S活動

目標0.3％削減⇒2.36％の削減でした。

③      軽油の使用量
目標0.3％削減⇒0.54%の削減でした。

コロナの影響を受け、社外に出ることを極力抑えるために納品頻度の見直し、
同時梱包の検討等、車の利用方法を見直し、ガソリンの使用低減につながった。

昨年度の大幅な削減から基本的な節水の活動は変わらず継続。
節水意識が定着してきた結果が削減効果につながった。
次年度はコロナの影響も落ち着いてくるはずなので削減を維持するのが難しくなるので
工夫が必要になることが考えられる。

④      二酸化炭素排出量
目標0.3％削減⇒8.36％の削減でした。

ガソリンと同様、コロナの影響を受け、再検討した新しい基準をベースにコロナが明けて
も引き続き無駄の低減と効率化を継続していく。

コロナ禍をどのようにして乗り切るかを考えることとエネルギー削減を考えることが
ほぼ同義的に働いた結果、全体として二酸化炭素排出量の削減に至った。
売上高を伸ばしつつ二酸化炭素排出量を削減するのが今後より一層難しくなるが
効率化と工夫で継続的に推進していく。

　　Ⅵ　環境活動の取組結果とその評価、次年度の取組内容

前年度に大幅削減を達成した部分や達成できなかった部分を鑑み、今一度社内の環境改
善、意識改革、環境教育を見直し持続可能な環境経営、職場環境、エネルギー簡易を前提
として取り組んだ。

（1）        二酸化炭素の総排出量削減
①      電気使用量
目標0.3%削減⇒8.36%の削減でした。

コロナの影響を受け生産活動全体としては体感的に落ち着いていた為王道環境の改善や環
境活動に今まで以上に時間をかけることができ、設備の点検やメンテナンス、使用方法の
見直しなどが結果的に良い方向へ働いた。この期間に行ったことをベースに今後もより一
層環境経営に尽力していく。



適合
状況

〇

〇

対象
なし

〇

〇

〇

〇

環境関連法規は、遵守状況をチェックし、違反はありませんでした。

過去3年間に関係機関より、法違反の指摘、訴訟等はありません。

高圧ガス
保安法

・アルゴン・アセチレンガス・炭酸ガスも取り扱い基準を遵守 (圧力の確認） 随時

市民の生活環境保
全に関する条例 ・アイドリンググストップ 随時

家電リサイ
クル法

・特定家庭用機器はリサイクル料を支払い引き渡す 随時

消防法
・灯油の工場内保管量の確認　（100ℓ未満）
　指定数量　　未満のこと

随時

・廃棄物の保管・看板表示（60×60ｃｍ以上） 実績なし

・水銀使用製品産業廃棄物の保管・収集・運搬・処理基準の追加（許可業者
　との委託契約、マニフェストへの記載、混合防止保管、掲示板に記載）

実績なし

フロン排出
抑制法

・業務用冷凍空調機器の簡易点検　 4回以上/Y

・フロン類の適切な処理（業務用エアコン等） 随時

産業廃棄
物処理法

・処理状況報告書提出 実績なし

・マニュフェストの保管 実績なし

・産業廃棄物処理の委託先の現場確認
　（優良認定業者の場合は行かなくても良い）

実績なし

・事業系一般廃棄物　指定業者との契約

・産業廃棄物収集運搬・処理業者の許可の確認、契約
　　（有効年月日5年・優良7年）

実績なし

・マニュフェストの交付・報告（B2票・D票を90日以内、E票を180日以内） 実績なし

Ⅶ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び
　　評価の結果・並びに違反、訴訟などの有無

関連法
規制等

条項の内容 頻度等

振動・騒音
規制法

・第1種居住地域

変更の都度 〇
振動騒音設備の届出(空気圧縮機2台)



変更の有無

（○をする）

新ガイドラインにのっとり環境経営方針と名称を変更
済み。基本方針に基づいて昨今のSDG's、脱炭素禍な
どに寄与しうる様々な施策を実行した。

（有・無） 中長期目標の達成に向けて、情勢が不安定な中でもで
きる最善を模索していきたい。

以前作成済みの中長期計画に基づいて引き続き日々の
活動に取り組んでおります。

環境経営方針 （有・無）

環境経営計画 （有・無）

環境経営システム （有・無）

定例となった朝礼とリーダー会議で従業員との情報共有、コミュニケー
ションを図り、全体の意識向上を継続して訴えている。社外の取引先開
発室のご尽力いただき、社内環境の改善、生産活動の改善、工程管理か
ら5S活動についても前年度同様定着が感じられた。
コロナの影響により生産活動の低迷が浮き彫りになる中、5S活動等に時
間をかけることができた。結果としてエネルギーの削減に寄与したがコ
ロナの影響が落ち着いた頃にこそその進化が問われると思うので次年度
も気を引き締めて継続する。

前年度との単純比較、中長期での実績推移を元に環境
活動計画の内容に応じて経営システムの見直しが必要
であればその都度検討する。

Ⅷ　代表者による全体の評価と見直し表
手順：代表者が下記項目について現場管理責任者と協議して評価を実施し,    見直しの必

要性を判断して記録する。
（実施時期は環境活動レポート作成前）

作成日：2022．10．26
　作成者：中西勇成

変更の必要性の評
価項目

判断理由（簡潔に記載すること）又は指示事項

経営者のコメント、
指示事項


